






要約：

小児の［Death Education］が成人のそれよりも一層難しいことは、言うまでもないこと

である。その難しさはどこにあるのであろうか。それは、小児にとって死は通常は起こり

得ないこととして捉えられているからであり、この小児の［Death Education]が多くの領

域(医学、心理学、教育学、宗教学、社会学)にまたがらざるを得ないという必然性に基づ

いている。この問題に対する基礎は、小児の人格を深く理解することにあるが、特に小児

の死の受容と自我発達の関連性、及び小児が自己の歴史性と永遠性をどのように生きてい

るのかという点について探究してみたい。


